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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 14,584 ― 1,082 ― 1,060 ― 305 ―

20年3月期第3四半期 16,059 9.1 1,704 11.4 1,630 11.9 840 △2.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 7.26 ―

20年3月期第3四半期 19.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 24,030 8,094 33.7 192.55
20年3月期 24,297 7,892 32.5 187.73

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  8,094百万円 20年3月期  7,892百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2.50 2.50

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,500 △4.1 1,350 △38.4 1,300 △38.6 450 △59.8 10.70

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年３月期の業績予想につきましては、本日公表いたしました業績予想の修正に関するお知らせをご覧ください。上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基
づき算出したものであり、実際の業績は今後のさまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  42,059,500株 20年3月期  42,059,500株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  18,690株 20年3月期  15,967株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  42,042,312株 20年3月期第3四半期  42,044,080株



  
 当第３四半期累計期間における当社グループを取りまく日本経済の環境は、夏以降、米国経済の減速と金融危機の

影響を受けて激変し、後退期に突入いたしました。 

 企業は設備投資の抑止姿勢を強めており、前年度と比較した設備投資の伸び率は四年ぶりに低い水準に止まり、

2002年２月以降、息の長い回復を続けてきた国内景気も、前半は何とか持ちこたえたものの、後半に入り急速に冷え

込みました。 

 こうした国内外の急速な需要の冷え込みに加え、急激な円高等に直面して企業収益は大幅に悪化し、先行きへの警

戒感から投資抑制や雇用調整への動きが強まりつつあります。 

 こうした状況下にあって、素形材分野では主要な需要分野である半導体業界向け機能材の回復が遅れ、受注は前年

同期に比べ18.2％減少し、売上高につきましても前年同期に比べ、17.6％の減収となりました。 

 エンジニアリング分野に関しましては、低迷が続く市場環境の中、受注は前年同期並みを維持し、売上高は前年同

期とほぼ同じ水準となりました。 

 その結果、当第３四半期累計期間における連結売上高は14,584百万円と前年同期比9.2％の減収となり、コスト削

減等合理化に努めたものの経常利益では、1,060百万円と前年同期比35.0％の減益となりました。 

 さらに特別損益として、固定資産廃売却損に加え、昨今の株式市場の相場下落から投資有価証券評価損を計上した

ため、四半期純利益では、前年度同期を63.7％下回る305百万円となりました。 

  
 総資産は棚卸資産の増加があったものの、投資有価証券の評価損が発生し、３月末に比べ267百万円減少し、

24,030百万円となりました。 

 負債は借入金の減少により、３月末に比べ469百万円減少して15,935百万円、また純資産は利益剰余金の増加によ

り8,094百万円となり、自己資本比率は33.7％となりました。 

  
 平成21年３月期の業績予想につきましては、本日公表いたしました業績予想の修正に関するお知らせをご覧くださ

い。 

  
該当事項はありません。   

  
簡便な会計処理 

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積りを考慮した予算を策定しているため、当該予算に基づく年

間償却予定額を期間按分して算定しております。   

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
  

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益は、それぞれ47百万円減少しております。 

③リース取引に関する会計基準の適用 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））

が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることにな

ったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理

によっております。また所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が

適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、期首に前連結会計年度末における未

経過リース料残高又は未経過リース料期末残高相当額（利息相当額控除後）を取得価額として取得したものと

してリース資産を計上する方法によっております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産

が有形固定資産に120百万円計上されており、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響はありません。 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 328 504

受取手形及び売掛金 7,686 8,051

製品・仕掛品 3,362 2,437

原材料及び貯蔵品 907 1,084

その他 204 228

貸倒引当金 △54 △57

流動資産合計 12,433 12,248

固定資産   

有形固定資産   

土地 7,153 7,153

その他（純額） 3,380 3,521

有形固定資産合計 10,533 10,675

無形固定資産 24 26

投資その他の資産   

投資その他の資産 1,348 1,629

貸倒引当金 △310 △282

投資その他の資産合計 1,038 1,347

固定資産合計 11,596 12,049

資産合計 24,030 24,297



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,441 4,919

短期借入金 4,546 4,086

未払法人税等 9 435

賞与引当金 124 231

その他 727 749

流動負債合計 10,849 10,422

固定負債   

長期借入金 1,111 2,107

再評価に係る繰延税金負債 2,820 2,820

退職給付引当金 836 817

役員退職慰労引当金 71 59

PCB処理引当金 67 67

その他 178 109

固定負債合計 5,085 5,981

負債合計 15,935 16,404

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,102 2,102

利益剰余金 1,989 1,788

自己株式 △2 △2

株主資本合計 4,089 3,889

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7 4

土地再評価差額金 3,998 3,998

評価・換算差額等合計 4,005 4,003

純資産合計 8,094 7,892

負債純資産合計 24,030 24,297



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 14,584

売上原価 12,560

売上総利益 2,023

販売費及び一般管理費 940

営業利益 1,082

営業外収益  

受取利息 1

受取配当金 14

原材料売却益 18

その他 10

営業外収益合計 44

営業外費用  

支払利息 66

その他 0

営業外費用合計 66

経常利益 1,060

特別損失  

固定資産廃売却損 12

投資有価証券売却損 0

投資有価証券評価損 329

特別損失合計 343

税金等調整前四半期純利益 717

法人税、住民税及び事業税 328

法人税等調整額 83

法人税等合計 411

四半期純利益 305



 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 

  



「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（要約）四半期連結損益計算書 

  

  

  

科目 

前年同四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 

  至 平成19年12月31日） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  16,059

Ⅱ 売上原価  13,404

売上総利益  2,654

Ⅲ 販売費及び一般管理費  950

営業利益  1,704

Ⅳ 営業外収益  29

Ⅴ 営業外費用  102

経常利益  1,630

Ⅵ 特別利益  9

Ⅶ 特別損失  212

税金等調整前四半期純利益  1,428

法人税等  596

少数株主利益 △7

四半期純利益  840



  

 生産、受注及び販売の状況 
  
(1）品種別製品生産実績 

  （注）１ 金額は製造原価によっております。 

 ２ 上記金額には消費税等は含んでおりません。 

  

(2）品種別製品受注状況 

  （注）１ 金額は販売価格によっております。 

 ２ 上記金額には消費税等は含んでおりません。 

  

(3）品種別販売実績 

  （注）１ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

 ２ 上記金額には消費税等は含んでおりません。 

  

  

６．その他の情報 

品種別 
当第３四半期連結累計期間

(百万円)  
前年同期比(％)

素形材  6,664 △11.1 

エンジニアリング  3,618     22.7 

その他  3,208     8.8 

合計  13,491     0.7 

品種別 
当第３四半期連結累計期間

受注高(百万円)  
前年同期比

(％)  
当第３四半期連結会計期間末 

受注残高(百万円)  
前年同期比

(％)  

素形材  8,521 △18.2  4,164 5.4 

エンジニアリング  5,308 4.4  3,635     20.7 

その他  3,140     7.4  150     99.4 

合計  16,970     △7.9  7,950     13.0 

品種別 
当第３四半期連結累計期間

(百万円)  
前年同期比(％)

素形材  7,534     △17.6 

エンジニアリング  3,956     △1.0 

その他  3,093     6.0 

合計  14,584     △9.2 

相手先

当第３四半期連結累計期間 前年同四半期連結累計期間 

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％) 

JFEスチール(株)  2,858 19.6   2,572     16.0  
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